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お客様へのお願い 

・ご使用になる前に、必ずこの取扱説明書をお読み下さい。 
・ご使用は、取扱説明書の記載通りに行って下さい。 
・保証期間の内外を問わず本製品をご使用することによって生じたいかなる
事故及び損害の補償はいたしません。 
保証書に記載される保証規定を必ずご確認下さい。 

・保安計器につき必ず日常点検，６ヶ月定期点検を実施して下さい。 
・機器の異常が発見された場合は遅滞なく最寄りの営業所に連絡下さい。 
 （最寄りの営業所につきましては、弊社ホームページよりご確認下さい。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒174-8744 東京都板橋区小豆沢 2-7-6 

ホームページ  http://www.rikenkeiki.co.jp/ 
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８．CL-1B 指示が安定しない場合の処置 

 

 CL-1B において指示が安定しない場合は以下の項目が考えられます。 

・長期保管した場合 

(納入品についても流通の関係で、長期保管と同様の現象となることがあります。) 

・横置き保管していた場合 

・６．保守が出来ていなかった場合 

指示が安定しない場合は下記作業を実施して下さい。 

 

(1) 電極は安定液を入れたキャップを取り付けてありますが、測定状態(液補充口のゴム栓を外 

し、内部の減圧,加圧をした状態)と若干異なるため、次の手順で電極を安定させて下さい。 

この作業を行ってから測定用生コンの準備、洗浄水の準備等を行って時間を有効にお使い下 

さい。 

 

 ・電極キャップを外し、研磨紙で電極部を磨き酸化被膜を取ります。(次ページの図の様に 

行い、研磨しにくい場合は研磨紙をちぎり、電極部中心を磨きます。) 

  ・内部液が減少している場合は内部液を補充します。 

  ・液補充口に注射器を差込み、内部を減圧して下さい。 

  ・液洛の部分に溜まっていた気泡が抜けます。液絡を内部液で浸した状態で２～３回この 

減圧を行い、その後大気中加圧をして液のしみ出しを確認して下さい。 

  ・安定液に１０分程浸します。これはさらに長時間(１晩でも)浸しても結構です。 

   (１ヶ月以上保管したものは、この安定時間を２０～３０分間として下さい。) 

 

(2) 安定液に浸し、電極を安定させた後に 0.1%校正液と 0.5%校正液で校正を行いますが、長時 

間使用しなかった場合は電極の安定を確認する為に、一度仮の校正を行ってから本校正を 

実施して下さい。また、0.1%校正を行った時、指示が”＊＊＊＊＊”になることがあります 

が、そのまま仮校正を実施し、本校正を行えば正常にご使用できます。 

 

 

 

 

 

 

仮校正は、校正液の中に１５～２０秒入れた後(表示が、000S とならなくとも)、セット 

スイッチを押して１度合わせ込みを行います。 
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(3) (2)項の作業で校正が出来ない(コウセイエラーと表示)場合は、電極内部の液とキャップ内 

の安定液が混ざっていることが考えられますので、内部液を交換して下さい。 

 

(注) 生コンを測定するために、通常の実験室用電極と異なり、液の流通の良い液絡を使用し 

ているためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 試料の測定の際、指示が安定しない場合は、試料測定前に電極を付属のサンドペーパーで 

  研磨して、電極表面を新しくしてから測定をして下さい。 

  (研磨方法は上記(3)項の通りとなります。) 

 

 

 

研磨方法 

内部液の交換方法 減圧・加圧方法 
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